
個別の人権問題に関する意識ついて

インターネット上の誹謗中傷などの人権侵害

子ども

障害（児）者

高齢者

女性

部落差別・同和問題

災害時等の風評による偏見や差別などの人権侵害

ＬＧＢＴＱなどの多様な性

男性

外国人（ヘイトスピーチを含む）
HIVや肝炎、新型コロナウイルス感染症
などの感染者・医療従事者やその家族

北朝鮮当局によって拉致された被害者やその家族

犯罪被害者やその家族

刑を終えて出所した人やその家族

ホームレス

性的サービスや労働の強要などの人身取引

ハンセン病患者・元患者やその家族

アイヌの人々

特にない

その他
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▼
問
合
せ
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
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播
磨
町
で
は
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

人
権
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
「
播
磨
町
人

権
尊
重
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
及
び
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
た

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
「
人
権
に
関
す

る
住
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

播
磨
町

▼
調
査
対
象
　
18
歳
以
上
の
町
民
１
，
０

０
０
人
を
無
作
為
抽
出

▼
調
査
期
間
　
令
和
６
年
９
月
２
日
〜
26

日
▼
調
査
方
法
　
郵
送
法
（
配
布
：
郵
送
、

回
収
：
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
）

▼
回
収
率
　
36
・
１
％

国
（
内
閣
府
）

▼
調
査
対
象
　
18
歳
以
上
の
国
民
３
，
０

０
０
人
を
無
作
為
抽
出

▼
調
査
期
間
　
令
和
４
年
８
月
４
日
〜
９

月
26
日

▼
調
査
方
法
　
郵
送
法
（
配
布
：
郵
送
、

回
収
：
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
）

▼
回
収
率
　
51
・
９
％

 

問
　個
別
の
人
権
問
題
に
関
す
る
意
識
に

つ
い
て

　
日
本
に
お
け
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

関
心
が
あ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
町
で
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
な
ど
の
人
権
侵
害
」

を
挙
げ
た
人
の
割
合
が
40
・
３
％
（
国
：

53
・
０
％
）
と
最
も
高
く
、
以
下
、「
子

ど
も
」（
町
39
・
２
％
、
国
：
43
・
１
％
）、

「
障
害(

児)
者
」（
町
：
37
・
８
％
、
国
：

50
・
８
％
）、「
高
齢
者
」（
町
：
35
・
３
％
、

国
：
30
・
１
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
、
誹
謗
中
傷
等
の
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
発
生
し
て
い
る
様
々
な
人
権
問
題
に

対
し
、
一
層
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

問
　人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
の
方
策
に

つ
い
て

　
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
町（
国
）

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

け
ば
よ
い
と
思
う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

町
で
は
「
学
校
内
外
の
人
権
教
育
を
充
実

す
る
」
を
挙
げ
た
人
の
割
合
が
50
・
８
％

（
国
：
57
・
６
％
）
と
最
も
高
く
、
以
下
、

「
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
の
救
済
・

支
援
を
充
実
す
る
」（
町
：
43
・
６
％
、

国
：
44
・
２
％
）、「
人
権
意
識
を
高
め
、

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の

啓
発
広
報
活
動
を
推
進
す
る
」（
町
：

36
・
７
％
、
国
：
46
・
９
％
）
の
順
と
な

っ
て
い
る
。

問
　効
果
的
な
啓
発
広
報
活
動
に
つ
い
て

　
ま
た
、
人
権
尊
重
の
意
識
が
人
々
の
間

に
広
く
深
く
浸
透
す
る
た
め
に
は
、
町

（
国
）が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
啓
発
広
報

活
動
を
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
思

う
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
本
町
で
は
「
広

報
紙
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
」
を

挙
げ
た
人
の
割
合
が
46
・
１
％
（
国
：

22
・
３
％
）
と
最
も
多
く
、
以
下
、「
講

演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
修
会
な
ど
」

（
町
：
36
・
４
％
、
国
：
22
・
６
％
）、

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」

（
町
：
29
・
２
％
、
国
：
49
・
５
％
）
等

の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
か
ら
は
、
特
に
、
人
権
教
育

の
充
実
に
対
す
る
町
民
の
大
き
な
期
待
が

う
か
が
わ
れ
る
。
引
き
続
き
、
町
と
関
係

機
関
等
が
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
人
権

教
育
の
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
推
進
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
啓
発
広
報
活
動
の
展
開
に
あ
た

っ
て
は
、
広
報
紙
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ

ス
タ
ー
や
講
演
会
の
開
催
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
推
察
す
る
。

播磨町
R6.9

内閣府
R4.11

人権問題の解決のための方策ついて

学校内外の人権教育を充実する

人権が侵害された被害者の救済・支援を充実する

人権意識を高め、人権への理解を深めてもらう
ための啓発広報活動を推進する

犯罪の取締りを強化する

人権問題に対応する専門の相談機関・施設を
充実する

地方自治体、民間団体などの関係機関と
連携を図る

人権に関する情報の収集及び提供を充実する

特にない

その他
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播磨町
R6.9

内閣府
R4.11

効果的な啓発広報活動について

広報紙・パンフレット・ポスター

講演会、シンポジウム、研修会など

ＳＮＳを含むインターネット

多様な立場の人が参加できる交流会

自由な意見の交換ができる会合

テレビ・ラジオ

資料、写真などの展示

高齢者・障害者疑似体験

電車やバスなどにおける車内広告や車体広告、
駅での広告などの交通広告

特にない

映画・ビデオ

新聞・雑誌

少人数の討論会や双方向型の研修プログラム
などのワークショップ

その他

46.1%

36.4%

49.5%

18.2%

15.0%
10.2%

13.1%

11.4%
23.8%

9.4%

7.2%
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R4.11
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